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研究成果の概要（和文）：現実の環境は三次元で構築されているが、これまでの経済学分野での多くの環境評価
研究では平面の画像や言語による説明などで評価対象の景観についての情報提示を行った上で、その環境を保全
するための支払い意思額を尋ねることで評価してきた。本研究では、経済学研究者と心理学研究者が協働するこ
とにより、空間において自己の身体と周辺環境を人間がどのように認識しているのかを明らかにするとともに、
環境の経済評価の枠組みの下で環境に関する情報の与え方や人による情報の受け取り方によってその評価が影響
を受けるのかを、画像の提示方法や支払い意思額の訊ね方を変えた実験及び実証研究を通じて明らかにした。

研究成果の概要（英文）：While the real-world environment consists of three dimensions, most existing
 economic research that evaluates consumers' willingness to pay for a given environmental good is 
based on two-dimensional images or verbal description. In this research project, economists and 
experimental psychologists work together to understand the relationship between human body and its 
surrounding, and its influence on the economic and psychological valuation of the environment. 
Specifically, the impacts of different types of representation of the environment in surveys to 
examine the willingness to pay for landscape preservation was examined through a series of 
experiments and surveys.

研究分野： 経済学（都市と環境の実証分析）
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　　景観についての情報の与え方によって実験（調査）参加者の支払い意思やその一貫性に差が生じうること
を、条件を変えて行った一連の実証研究を通じて明らかにした。景観についての情報が心理的な評価や支払い意
思につながるメカニズムについては今後解明すべき課題が多く存在するが、認知心理学の研究者と共同して研究
を進めることによって多くの仮説や研究課題を得ることができた。
　研究の当初の段階で行った基礎研究から、学術論文計7件を公刊した。一連の実証研究の結果についてはこれ
までに2件の国際学会と2件の国内学会での報告を行うとともに、学術誌への投稿や改訂に取り組んでいる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
街並みなどいわゆる景観は消費の非排除性・非競合性を有する代表的な公共財（環境財）だが、
その構成要素は建築物・看板等の私有財産、道路や公園等の公的施設、さらに山・海・空等の自
然など様々であり、経済活動に伴って構成要素の形状や色彩が変わるという特徴がある。好まし
い景観を保護し創出するためには、費用をかけて建築物等の形状や色彩について制限をかけ、ま
た無秩序な土地の開発や環境汚染を規制する必要がある。これまでの経済学研究では景観につ
いての経済的価値を消費者の景観やその保全に対する支払い意思額として把握するための多く
の蓄積があったものの、視覚等を通じて景観についての情報を消費者（調査対象者）が認知する
過程に着目した研究はわずかであった。 
本研究では景観に含まれる要素を VR（仮想現実）上で任意に変化させ、それが景観の経済的

価値に与える影響を明らかにする手法を開発し、今後の景観保護に向けた合意形成や協力の促
進に資することを目指して研究を開始した。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、VR 技術と認知心理学の知見を活用して、仮想的な景観を三次元、また、時間
的変化も含めた四次元の世界として疑似体験し、その経験についての評価や支払い意思を表明
してもらうことを通じ、景観の持つ経済価値を評価する手法を開発することである。森林・海岸
や緑地といった環境財の価値を評価するにあたって、アンケートを用いて非市場的な価値への
支払い意思額を評価する表明選好法が開発されてきたが、その妥当性については未だに議論が
多い。特に、評価対象に関する情報を如何に正確にアンケート回答者に提示するかという点は表
明選好法を用いる際の大きな課題となっている。そこで、本研究においては実験参加者が評価の
対象となる景観を VR 技術によって体験することを通じて環境財の持つ価値を定量的に評価す
る手法を開発するとともに、その妥当性や信頼性について経済学と心理学の双方の観点から評
価することによって、環境財の経済評価手法を大きく前進させ、環境政策・景観計画の実務にお
いて調査実施者と参加者双方の負担が小さくまた信頼性の高い評価を可能とすることを目指す
ものである。 
 
 
３．研究の方法 
 
現実の環境は三次元で構築されており、時間や季節を通じて変化する四次元の性格を有してい
る。人が実際の景観を経験するときには、その空間を動き回り、また自らの意思によって視点を
変えながらその情報を受け取ることとなる。しかし、これまでの経済学分野での多くの環境評価
研究では平面の画像や要素の言語による説明などで景観についての情報提示が行われてきた。
本研究では特にこの点に着目し、環境に関する情報の与え方や人による情報の受け取り方によ
ってその評価が影響を受けるのかを具体的に検討するため、下記の（1）～（3）の段階を踏んで
研究を進めた。 
 
（1）実験参加者が評価の対象となる環境を三次元で疑似体験することを通じて環境財の持つ

価値を定量的に評価する手法を考案し、これが二次元で情報提示する場合と比較して妥当性が
高い評価を可能にするのかを明らかにするため、下記の 3つの軸にしたがって研究を進めた。 
 ①経済学チームが主導して森林や海岸などの自然景観や都市の屋外空間の経済的な価値の評
価手法についての広範な検討を行ったうえで、表明選好法を用いて屋外空間の環境保全に対す
る支払い意思額を定量的に評価するための指標及び評価手法の開発を行った。また、Lopez-
Mosquera and Sanchez (2012)を参考に計画行動理論に基づいて支払い意思額を説明するための
心理指標と評価手法についても心理学チームと共同して開発を進めた。 
②心理学チームの主導により、画像などの視覚情報が価値の評価にあたって重要な役割を果

たす環境財について、これまで二次元の画像で提示されるのが常であった評価対象についての
情報を VR 技術によって三次元化し、実験参加者が能動的に評価対象に関する情報を得る環境を
構築する手法を開発し、その環境と自己の身体との関係をどのようにとらえているのかを明ら
かにした。 
③VR技術を用いて、仮想空間内での人間の基本的な行動特性を確認しながら、3次元で再現し

た景観の中で実験参加者が情報を能動的に取得できる環境を評価させるという実証研究に心理
学チームを中心に取り組んだ。 
 
（2）上記で整理した基礎的な条件や実験用素材・設備を基に、第二段階では参加者を対象と



した実証研究に取り組んだ。 
 
①表明選好法の枠組みの中で、情報伝達方法の違いが支払い意思額に与える影響の分析を行

った。従来の表明選好法の手法では、評価対象となる環境等の 2次元画像を見せ、アンケートを
用いて非市場的な価値への支払い意思額を評価するという手続きがとられる。このような手法
の妥当性を検討するため、視点が固定された 2次元の画像を与えられたときと、3次元情報を持
った画像が与えられ、実験参加者がその 3 次元空間内から能動的に情報を取得した場合では環
境に対する評価にどのような違いが生じるのかを、支払い意思額と心理的な評価指標の両面か
ら検証した。具体的には、PC 及びスマートフォンに対応した 3 次元画像閲覧アプリケーション
を活用し、大規模なオンライン調査によりデータを収集し心理指標及び支払い意思額の分析を
行った。 
②オンライン調査と同じ景観の 3次元画像および 2次元画像を使用して、簡易 VR ゴーグルを

用いて参加者が自ら頭部を動かして能動的情報を取得する条件下における評価の違いを検討す
る実験を行い、指標の分析を実施した。 
  
（3）これまでに大規模オンライン調査並びに簡易 VR ゴーグルを用いた実験によって取得した
屋外空間の景観に関しての視覚情報を 2 次元並びに 3 次元の視覚情報を異なる方法で与えた際
に生じる評価の差異についてのメカニズムを明らかにするために以下①の実験を実施した。ま
た、これまでの研究成果を踏まえ、従来の表明選好法で多く用いられる選択実験の枠組みの中で
評価対象となる環境等の情報を 2 次元で提供する手法の改良につなげるため、②の表明選好に
よる実証研究を行った。 
 
①視線計測が可能な VRゴーグルを用いて 3次元で再現した景観の中で実験参加者が情報を能動
的に取得する場合と 2 次元の画像で景観を与えられた際の視線データを取得する実験を実施し
た。これらの分析結果を国内学会及び国際学会において報告した。また、VR で提示された環境
財について、その環境と自己の身体との関係をどのようにとらえているのかを明らかにするた
めの心理学実験も実施した。 
②Unity というソフトウェアを用いて仮想の 3 次元空間上に景観に含まれる個別の要素を人為
的に変化させることのできる VR 環境の構築を行った。そのうえで、要素の水準の異なる環境を
3 つの異なる方法で 2 次元の質問紙上に表現することによって大規模パネルを対象にウェブ調
査による選択実験を実施し、環境要素の水準と情報の与え方が支払い意思額に及ぼす影響を推
定した。 
 
 
４．研究成果 
 
 景観情報の提示や実験参加者の情報取得方法の違いが環境財（景観）の評価に与える評価につ
いての一連の実験により、仮想的な 3 次元空間内で自ら視点を動かして周囲の景観情報を取得
する条件と、同じ景観情報を 2 次元画像として受動的に取得する条件では景観の経済的および
心理的評価が異なる可能性を示す結果や、画像情報の与え方によって表明される支払い意思や
その一貫性に差が生じうることを示す結果を得ることができた。これらの結果について 2021 年
から 2023 年にかけて 2 件の国際学会と 2件の国内学会での学会報告を行った。現時点で掲載が
決定されたものはないものの、国際学術誌への投稿や改訂を進めているところである。また、当
初の段階で行った条件の整理によって経済学の国内雑誌論文を 1 件、仮想空間内での人間の行
動特性を明らかにする研究から国際学術誌論文 6件を公刊した。 
 本プロジェクトの実施にあたっては、研究実施期間の中核となる 2 年目と 3 年目に新型コロ
ナウイルス感染拡大防止のための制限を強く受けることとなった。そのため、当初計画していた
対面でＶＲ環境を提示する実験の多くをオンラインによる情報提示やリモートでの実験環境で
実施可能な計画に切り替えて実施する必要が生じた。一方で、この計画変更を通じて、より実際
の環境政策立案の場で適用可能な調査に近い方法で、3次元の空間情報を様々な方法で 2次元の
電子情報に置き換えて大規模な調査を行うという発想の転換ができた。景観について人が取得
した情報がどのようなメカニズムを通じて心理的な評価や支払い意思につながるのかについて
も、今後解明すべき課題が多く存在するが、認知心理学の研究者と共同して研究を進めることに
よって多くの仮説や研究課題を得ることができた。これらの研究成果の公表について本研究課
題終了後に残されたものもあるが、全体として経済学分野における新たな研究の方向性の開拓
に取り組むことができた。 
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